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ベルリンのヨーロッパ諸文化博物館
で「メイキング・ヨーロッパｰズMaking 

Europe(s)」と題する小規模な展示が行われ
た（会期 2014年 9月 21日～ 2015年 2月
28日）。見る者に、ヨーロッパが多様な姿
をもつことをあらためて認識し、自分の生
きる世界についてリフレクシブに考察する
ように喚起する、野心的な試みであった。
実は、この展示に国立民族学博物館

（民博）の「パン」展示が、展示品として
パネル参加していた。ヨーロッパ各地の
30点のパンを示し、食文化の汎ヨーロッ
パ的特徴と地域的多様性をあらわすことを
意図したもので、2012年にリニューアル
オープンした民博本館のヨーロッパ展示の
導入部にある。この展示は、ヨーロッパ人
が思いつかないヨーロッパへの視線をあら
わしたものとして、ヨーロッパ出身の来館
者の興味をひいていた。ベルリンの展示企
画が起きたとき、依頼されてベルリンで展
示されることになったのである。
文化のパースペクティヴへの関心は、

つねに潜在するが、このベルリンの企画
は、西欧人の自文化への省察を、西欧の文
化への視線を展示することによって喚起し
ようとしたことにおいて、とりわけ関心を
かきたてる。以下では、ベルリンの展示
が、ヨーロッパに対するパースペクティヴ
を何に読み取り、その多様性をどう編成し
て提示したのか述べる。

全体は、「内」「外」「上」「下」の 4方
向から見たヨーロッパとしてまとめられ
る。展示品の多くは、制作者のパースペク
ティヴを投影する媒体と
して選ばれている。ここ
で特徴的なのは、ある地
域や集団に「固有の」と
いう視点から選ばれたモ
ノがないことである。集
団間・地域間のコミュニ
ケーションをとおしてあ
らわれてくる形象に焦点
をあてて、モノは選ばれ
ている。このスタンスか
ら、通常は博物館の標本
資料とみなされないよう
な情報も展示品になる。
具体的に見ていこう。

1．内から見たヨーロッパ
・ エアポート ･アートに見るヨーロッパ
の自画像
・「アダムとイヴ」のローカルな形象
・アルバニアの花嫁衣裳

2．外から見たヨーロッパ
・さまざまなヨーロッパ人像
・ヨーロッパとパン（民博の展示）

3． 上から見たヨーロッパ―さまざまな
境界

4． 下から見たヨーロッパ―個人的な経験

1．来館者はまず、「エアポート・アー
ト」（空港で売られるスーブニール）のパ
ターン化したイメージに、ツーリストに対
する自画像を読み取る。「アダムとイヴ」
は汎キリスト教モチーフが、在来文化と習
合したさまざまな形象を示すもので、ヨー
ロッパ、中南米、アフリカの像をあわせ
て、宣教師の活動と植民地支配を媒介とし
てあらわれたキリスト教世界を「ひとつの
ヨーロッパ」として提示している。「アル
バニアの花嫁衣裳」は、ベルリン在住のア
ルバニア系移民から寄贈された。祖母から
母、娘へ 3代受け継がれた手縫いの花嫁
衣裳は、オスマンの強い影響を受けたヨー
ロッパの周辺地域の文化の複合性を示すと
同時に、その複合がベルリンのまっただな
かで進行中であることも示唆する。ここで
はモノのライフヒストリーも、展示の一部
である。

2．世界各地で制作されたヨーロッパ人
像は、人々のヨーロッパ人に対するまなざ
しを示す。「書く人」（ヨルーバ）、「武器持

つポルトガル人」（ベニン）、「宣教師」（上
海）、「オランダ人」（長崎）、「スペイン人
征服者」（グアテマラ）である。民博のパ
ン展示は、写真（制作者 3人の研究者を
含む）、説明文（森による）、世界地図（日
本中心、ヨーロッパで流通するものと異な
る）から構成される。

3．「上から見たヨーロッパ」は、ヨー
ロッパ的世界とされているものの地理的
境界が、実はきわめて多様であることを
10点の世界地図で視覚化して示す。それ
は、EU、ユーロ圏、シェンゲン条約圏、
歴史上の地理学者の示したヨーロッパ境
界、ユーロビジョン・ソング・コンテスト
（欧州放送連合加盟放送局が毎年開催する
コンテスト）のメンバー国、欧州サッカー
連盟、植民地ヨーロッパ（1914年）、ポス
ト植民地ヨーロッパ（2014年）、欧州評議
会、欧州安全保障協力機構の 10点である。
「西欧」が輪郭の一致しない、いくつもの
層から構成されていることを、1点 1点の
地図の重なりとズレが示す。

4．「下から見たヨーロッパ」は、来館
者個人が「ヨーロッパをどう経験したか」
を書き込んでいくコーナーで、オンライン
の掲示板と連動して、展示を現在進行形で
つくっていく。

なお、この展示と並んで「ヨーロッパ・
コレクティド―A・バスティアン、R・
ヴィルヒョウとダーレムの民族学収集」と
いうパネル展示が同会期で行われた。現在
のベルリンのヨーロッパ ･コレクションの
形成を、民族学博物館とドイツ民俗学博物
館の絡み合う歴史から説明する、博物館に
おいて展開した「もうひとつのヨーロッ
パ」のメイキングを示すものであった。

パースペクティヴを展示する
―ベルリン、ヨーロッパ諸文化博物館の試み

展示場の一部。中央はヨーロッパ人像、右（壁面）は「ヨーロッ
パとパン」、左は「アルバニアの花嫁衣裳」（2014年 9月、ベル
リン、©Staatliche Museen zu Berlin, Museum Europäischer 
Kulturen）。
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